
 

 

 

 

 

 

 

竹林の整備が始まる 

今年度の「金目まるごと博物館」の事業の一つとして、金目地域においても、失われつつある竹林を

整備、再生し、また多くの人びとに竹林の良さを体感していただくため、竹林の地権者の協力を得て、

去る１１月２２日（土）に現地作業が始まりました。 

ここ数年間、人手が及ばなかった竹林は、枯れた竹が左右に倒れ、重なっていて、作業用の道を塞

ぐなど、かなり荒廃していました。 

そこで、第１回目の作業は、竹林内の枯れた竹の搬出から始め、また間伐を一部行いました。その

作業風景等を紹介します。 
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      作業風景               第１回終了 
 

金目小１年生が、菜の花の種をまきました。 
１１月１３日（木）、金目小学校の１年生（約１００名）が、金目公民館の北側にある「こどもひろば」

で、「金目まるごと博物館」の産業部会の部会長・中村正賢さん、黒部栄三さんの指導により、菜の花

の種まきを体験しました。 

暖かい日差しの下、種のまき方の説明を聞いた後、早速、渡された種を畝に沿った溝にまきました。 

「来年の春、君らが２年生になったら花が咲くんだよ」と中村さんから説明されると、児童たちは頷い

ていました。 

 

  
     種まきの説明を聞く様子              種まき作業の風景① 
 

  
      種まき作業の風景②            作業後、「菜の花」の話を聞く様子 


